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YAGINUMA, T.-On the Japanese spiders: Genera Mangora, 
Neoscona and Zilla 


日 本 産 オ ニ グ 王 類 Mangora, Neoscona, 
Zilla 属 に つい て 


A X 沼 健 夫 

日 本 の クモ は Koch, Karsch, Dönitz, Bösenberg, Strand 等 に より 研究 きれ , 183 
人 の 手 に 受け つが ぶれ た の で ある が , 現在 用 いら れ て いる 学名 は その 命名 当 財 と 殆ど 変り 
な く , 中 た は いま だ に 明治 時 代 の ま ょ 使用 され て いる も の が 可 成 りあ る 様 で ある 。 従 つ 
て 現在 の 分 類 の 観点 あら すれ ば 検討 を 要する も の が 相当 あり , 又 当時 誤り 同定 され た ま 
ょ 何等 検討 され ず に 使用 され て 来 た 学名 も あつ て , 昆虫 の 分 類 な ど に 比べ て 著しく 立ち 
お くれ て いる 感 が ある 。 勿論 一 人 で 全体 を 見 な お すこ と と は 恐らく 終生 か か つて も 不可 能 
で あろ う が , 日 本 の クモ の 分 類 が 一 歩 で も 前 進 し て くれ れ ば と 思っ て 最近 この 仕事 に 手 
を つけ た 。 今後 少し ずつ で も ま と ま つ た も の か ら そ の 結果 を 報告 し て 行き 度 い と 思 つ て 
いる 。 そこ で 今回 は その 一 端 と し て オニ ー グ そ も 類 数 属 を と り 上 げ て 見 た 。 

オニ グモ 類 は その 属 の 範囲 が 学者 に より か な り 広 狭 が あつ て , か つて は Epeira が 極 
め て 広範 囲 に 沙 つ て 用 いら れ た が , 後 Aranea や Araneus が これ に か ね わり, 最近 で 
は 次 に 細分 され つつ ある 傾向 に ある 。 たとえ 細分 主義 を と ら な い 学 者 で も ちい くつ か の 
Group に まとめ て いる よう で ある し , X Petrunkevitsch や Kaston な ど が 再び 
Epeira を 持ち 出し , Araneus と Epeira に 大 別 し た の を 始め , 今日 で は Archer の 
る の 触 肢 の 研究 に よる 細分 属 が 用 いぼ どれ て いる 。 

日 本 の オー グモ も ゃ 一応 は 之 等 と 照合 し 属 を 正確 に する 必要 が あり , 細分 する に し て も 
し な い に し て も いく つか の Group 分 け て 考え る 方 が 分 類 の 研究 の 上 か ら 便 利 な の だ 
X 今 の 所 まだ その 時 期 で な く , それ 以前 の 仕事 さえ 残さ れ て いる 現 然 に た かんがみ, 一 
先ず 属 の 範 男 を 大 きく と り , 日 本 の Spider fauna が は 浅 明 ら か に な つた 時 に 区 始め て 最 
後 の 整 理 を し た いと 考え て いる 。 日 本 で オー グモ と 称 さ れる も の と は Araneus 以外 の 
も の も 含み , 又 他 より オー グモ へ 移さ ね ば な ら ぬ も の が あつ た りす る 。 

先輩 諸氏 の 業 革 を 土台 に し て な すこ と の 研究 も , 次 代 へ の 一 つの ぉ み 石 と ちな ら ば 幸 で 
ある 。 研究 に 当り , HE POR S RS, 岸田 久吉 , 斎藤 三郎 , 鈴木 正 将 , 植村 
利夫 氏 を 始め , 標本 ・ 文 献 と 便宜 を 与え て 下さ つた 大 井 良 次 , 木村 重 仁 , BOM OK 
田 宏 , 吉倉 真 氏 に 深 其 の 謝意 を 表す る 。 


I Mangora CAMBRIDGE, 1888. 


Mangora, SIMON, Hist. Nat. Araig., pp. 785-794, 1895; Dahl, Tierw. Deutsch., p. 23, 1931; 
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Locket & Millidge, Brit. Spid., p. 165, 1953; Kaston, Spid. Conn., p. 238, 1948; Archer, 
Amer, Mus. .Nov. No. 1487, 1951 & Ibid No. 1502, 1951. 


Mangora herbeoides (BÚSENBERG et STRAND) 1906 ゴマ ジロ オー グモ (Fig 
I. 1-8) 


Aranea herbeoides, Bús. et Str., Abhand. Senck. Nat. Ges. XXX, PP. 227.228, 1906; 
S. Komatsu, Icon. Aran. Jap., p. 128, 1936, 


Fig. 1 Mangora herbeoides 
1. 6183 BER. 2. 8883. 4BQERID. 3. 9 epigynum. 4. 限 域 。5、 Sim. 
6. GRES SS. 7. STE. 8. SMA. 


Mangora は 従来 欧米 で 記録 され て いる 属 で ある が , 日 本 で は 本 属 の も の は 記録 され 
て いな い 。 し か し な が ら 従 来 プ ィ ツ ウロ オニ グモ (Araneus herbeoides) と され て いた 
も の が 今 の 所 日 本 産 の 唯一 の Mangora で ある 。 筆者 は 次 の Mangora DIB RC XD 
本 種 を Araneus か ら Mangora に 転属 する と と と し た 。 

1. 中 宮 は 中 の せま い 縦 向き の 溝 で ある (Araneus (E) 2.8 の 触 肢 の 膝 節 の 長 剛 毛 
は 1 本 (Araneus は 2 本 ) 3. 半 3 脚 膝 節 克 羽毛 状 の 聴 毛 が ある 。 4. 後列 眼 は 端 直 で 
前 列 眼 は 後 曲 。 5. Epigynum に Scape が な い 。 

体長 5-6mm 位 の 黄 緑 色 の 美しい 小型 の オー グモ で 腹 背 に 五 対 の 黒 斑 が ある 。 SO 
触法 の Median apophysis は 短く 失 端 上 方 に 曲 る 。 記 3 脚 の 他 に 4 OIE 633 


(17) 


PREES D. FCE LIME LTRS OX 3 FAHFACRÉESCEMOEU 
ERO RP S. ABS VEEOK CU GÉEBICESOCETFSTI-Zx 


ト ホビ ジ ド ヨウ グモ な ど と 間違え られ る と と が ある か ら 注 意 を 要する 。 
分 布 RA- PUES - 7L 


11 Neoscona Simon, 1864. 


Neoscona, Simon, Hist. Nat. Araig. (Ed.I) p. 261, 1864; Aranea Group 8. Tierw. Deut. 
pp. 103-106, 1931; Araneus Group VII, Locket & Millidge, Brit. Spid. p. 141, 1953; 
Neoscona, Archer, Amr. Mus. Nov., No. 1487, p. 22, 1951. 


本 属 は Simon が N.arabesca (WALCK.) を 模式 種 と し て 設定 し た 司 で ある が , X 
は 属 を 広く と る 学者 に より Araneus と し て 扱わ も われ て 来 た 。 し か し 最近 で は Araneus 
か ら 分 離す る 傾向 に あり , 更に 之 を 細分 し た り , MALO Subgenus まで 考え られ て い 
る が , 筆者 は 今 の 所 之 等 を 一 反し て Neoscona と し て まとめ る 。 日 本 産 の も の で 本 属 
と し て 扱わ る べき も の が 多数 あり , 多く の 種 を 検 し た 結果 明らか に に Neoscona に す 
べき も の を 次 に か か げ る 。 

Neoscona の 標 徴 と し て は , 1, e edicta RO acc 5. 2, 便 眼 が 隆起 上 に な 
い 。 3, epigynum に Scape が ある (ZAT YVIR) 4 腹部 の 肩 た humps が な 
Vs 

Neoscona nautica (LKocH) 1875 4 イエ オニ グモ (PL L 5, 15) 


Aranea nautica, Bos. et Str., Abhand. Senck. Nat. Ges. XXX. p. 222. 1906; A. korats- 
ensis, Dôn. et Str., Ibid. p. 384, 1906, Neoscona nautica, Petrunkevitsch, Trans Conn. 
Acad. Art. Sci. Vol. 30, pp. 320.322, 1930. 


本 種 は 久しく Araneus nauticus と し て 扱わ れ て 来 た が , 前 記 の 標 徴 か ら Neoscona 
と し て 扱わ る べき 種 で ある 。 世界 と ひろく 見 出さ れ , 海外 で は すでに Neoscona naut- 
ica と し て 用 いて いる 場合 が 多い 。Bos. 及び Str. の Japanische Spinnen, p. 222, 
1906 に は Aranea theist と あつ て , 巻末 p. 403 に Aranea nautica KI EFT 258 
が 書か れ て いる 為 , 従来 この 正誤 表 を 見 落し 本 種 を Aranea theisi と し た 例 が ある か 
ら 注 意 を 要する 。 A. theisi は 南 の 系 統 の も の で あり 北 に は いな い 。 WIER OLITE 
れ ば 「 東 北 地 方 の クモ 」 中 の A. theisi も A. nautica の 誤 と の 由 。 

な お BOs. 及び Str. の Aranea koratsensis RARO Synonym で ある 。 

分 布 : 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 ・ 琉 球 ・ 奄美 大 島 ・( 台 湾 ) 

Neoscona theisi (WALCK.) 1841 ホソ スジ オニ グモ (PI. L 3) 


Araneus theist, Nakatudi, Acta Arachnol., vol. 7, No. 2, p. 79, 1942.: Thorell, Kongl. 
sv. vet. Akad. Hand. xxiv, p. 52, 1845-1847; Thorell, Spid. Burma, p. 178, 1895, 


次 の 2 種 と 近似 し た 種 で ある 。 Beo EC EC ORAL DADO AZ ES 
N. adianta は 北方 系 , N. dónitzi は 温帯 性 , N. theisi は 南方 系 で ある 。 従来 の 各地 
の 目録 中 A. theisi を 発見 する が , 中 に は N. nautica の 場合 が あつ た よう で ある > 
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分 布 : 九州 ・ 青 島 ・ 奄 美 大 島 ・( 南 洋 ) 
Neoscona adianta (WALCK.) 1802 ヒメ オニ グモ (PL. I. 2) 


Araneus adiantus, Saito, Trans. Sapporo Nat. Hist. Soe., Vol. 13, p. 337, 1934; Saito, 
Jour. Fac. Agr. Hokkaido Imper., Univ., Vol. 33, p. 331; Saito, Rep. Ist. Sci. Exped. Man. 
Sect. V,div. 1, par. III, Art.ll p. 40, 1936; Saito, Annot. Zool. Jap. Vol. 13, p. 381, 1932. 

Aranea adianta, Thorell, Rem. Syn. Europ Spid., p. 23, 1873. 

Epeira adianta, L. Koch. Arach. Sibir. Nov. Selm. p. 7, 1879. 


北方 系 の クモ で 次 の N. dönitzi と よく 似 て いる が , HK’, 腹部 長く , ES OR. 
斑 は 著しく こい 。 

分 布 : 北 海道 ・( 樺 太 ・ 漠 清 ) 

Neoscona doenitzi (Bós.et.Str.) 1906 ド ヨウ オニ グモ そ ( ド ヨウ グモ 改称 ) (Pl. 
L 1, 18) 


Meta doenitzi, Bos. & Str., Abhand. Senck. Nat. Ges. xxx, p. 180, 1906; Araneus düni- 
tzi, T. Yaginuma, Atypus. No. 6, p. 23, 1954. 


ARAL Meta dönitzi ( ド ヨ ウ グモ ) と し て 親しま れ て 来 た が , 筆者 が Atypus 
No. 6 で 述べ た 通り , Meta は 明らか な 誤り で , Neoscona と し て 扱わ る べき も の で あ 
る 。 細 分 式 で は Neosconopsis に 属す る 。 さ 8 の 触法 を 検 し て も その Median apophysis 
の 形 は N. adiantus CTED. La LERROAK, 頭 胸部 の 形 や 色彩 epigynum 
の 形 か ら 両 者 は 明らか に 別種 で ある 。 

分 布 : 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 ・( 朝 鮮 ) 

Neoscona scylla (RARSCH) 1879 ママ ジロ オニ グモ (PL I, 9, 16) 

Aranea scylla, Bòs, & Str. abhand. Senk. Ncat. Ges. xxx, p. 215, 1906. 

本 種 も Neoscona と し て 取扱 わる べき 種 で , MESA CEIC HX O ARE Neoscona 
と し て 扱 つ て いる 学者 も ああ る 。 前 三 者 と は 多少 趣 を 異 に し , 次 の N. scylloides, N. 
mellotteei など と 一 の の 小 グ ルー プ を な す も の で ある 。 Epigynum の Scape の 形 は 前 
三 者 より 長く 先端 は 内 方 に 曲 つ て いる 。 色彩 の 変異 極め て 多く , REM (腹部 前 方 白 
Ho 0) RAU (腹部 の 色彩 退色 し 後 端 に 黒 王 が ある N. scylla var. nigromaculata) 
等 往々 見 うけ る 。 

分 布 : 広範 囲 で 北海 道 ・ 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 ・ ト カラ ・ 屋久 鳥 ・ 種子 島 ・ 奄美 大 島 ・ 

CHRD 

Neoscona scylloides (BOS. et STR.) 1906 サツマ ノミ ダッ マジ CPI. I. 10, 13) 


Aranea scylloides, Bós. & Str., abhand. Senck. Nat. Ges. xxx p.217, 1906 
Araneus scylloides, Yaginuma.Acta, Arachnol. Vol. 5, No. 2, p. 123, 1940. 


外観 は 緑色 で 前 者 と 全く ちがう が Epigynum の 形 が よく 似 て いる 点 か ら つ けら れ た 
学名 で ある 。 次 の Mellotteei と し ば し ば 混同 され , 筆者 は か つて Acta Arachnologica 
Vol. 5, No. 2 p. 123 に その 区 別 を 明記 し た が , 印刷 に ミス が あつ た 為 徹底 を 欠い た よ 
う で ある 。 腹 部 背面 の みな ら ず 下面 両側 まで 緑色 で 背面 と 下面 の 聞 選 黄色 の 線 が ある 。 

arf : 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 ・ ト カラ ・ 奄 美 大 島 ・( 台 湾 ) 
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Neoscona mellotteei (Simon) 1895 ワキ グロ サツマ ノミ ダッ シ ジ (PLL 11) 


Araneus mellotteei, Simon, Hist. Nat. Araig. p. 814, 1895; Aranea mellotteei, Bos. & 
Str., Abhand. Senck. Nat. Ges. xxx. p. 218, 1906; Araneus melloiteei, Yaginuma, Acta 
Arachnol. Vol. 5, No. 2, p. 123, 1940. 


液 浸 標 本 で は 黄色 に 変化 する 所 か ら キ バラ オニ グ そ なる 名 も ある が , 生 時 は 殆ど 緑色 
で ある 。 前 者 と の 相 異 は Acta Arachnol. に 詳し く 述 べ て ある 。 見 解 の 相違 と し て , HE 
々 と の 二 者 を 同一 種 視 す る 人 も ある よう だ が , 此 の 二 者 は 別種 と する 明瞭 な 区 別 点 を 有 
し て いる か ら 混 同 し な いよ う 注 意 を 要する 。 腹 部 背面 は 緑色 で ある が 下面 両側 は 褐色 で 
A5 0EOBROBIECCOÓ2,. (Acta Arachnol. た へ リグ ロサ ツマ ノミ ダマ ジ と ある は 誤 
り で ある ) 

分 布 : 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 ・( 朝 鮮 ・ 台 湾 ) 

Neoscona rumpfi (THORELL) 1878 アカ アジ オニ グモ ( 新 称 ) ELI 7) 


Araneus rumpfi, Thorell, Ann: Mus. Gen. xiii, p. 296, 1878; Pocock, Fauna Brit. Ind., 
p. 228, 1900. 


一 見 ヤマ シロ オー グモ に 近似 し て いる が , 1, 2 MOB, 頭 部 も 赤 味 を 帯び 
て いる 。 腹 背 に 黄 褐 色 の 斑紋 が ある 。 ANC O, Epigynum の Scape は ヤマ ジ 
ロ オ ニー グモ と 違い 基部 に 近い 所 か ら 直 角 に 曲 る 。 妥 部 下面 の 斑 級 は て マシ ロ オ ー グ モ で 
は 丸い 黄 白 色 の 2 斑点 が ある に 反し , 長 三 角形 の 2 斑点 が ある 。 

Dt : ERRE (BE) 

Neoscona opima (LKocH) 1877 コゲ チャ ヤオ ニー グモ (Pl. L 8, 12) 


Aranea opima, Bos. & Str., Abhand. Senck. Nat. Ges. xxx, p. 231, 1906 
Epeira opima, L. Koch, Verhand. d. K, K. 200-bot. Ges. Bd. 27. p. 739, 1878. 
Aranea punctigera var. vatia, Bos. € Str., Abhand. Senck. Nat. Ges. xxx, p. 230, 1906. 


中 型 の オー グモ で 黒色 か ら 淡 褐色 まで , SHH, 無 斑 等 色彩 変異 極め て 多く , ERE 
面 に 4 一 5 HORES SOS RO SOS OT, 従来 無 班 型 に 対し て は コゲ チイ 
オニ グモ, 有 列 形 の も の に 対し て トス ジオ ニー グモ A. punctigera var. vatia が 用 いら 
nt, Bos. 及び Str. の 図 か ら も 両者 は 別種 の 感 が ある が , 両者 間 に 明 瞭 な 線 を 引 
く と と は 医 難 で あり , る の 触 肢 の 構造 は 何れ ん を と つて も 同じ で ある 。 Bòs. Str. の A. 
opima の Epigynum の 図 と A. punctigera vatia の epigynum の 図 は 全く 異 つて 
みえ る が , opima の scape を 引き 起す と punctigera vatia の 如く に な る 。 BO BK 
睦 態 で 両者 の ちがい が 表れ る が , epigynum その も の に 何等 の ちがい が 見 られ な い 。 
Bos. Str. の 到 扱 つた を 二 つ の も の は 同じ 種 で あり , 今 の 所 二 種 に 分 つ 種 は 見 出さ れ な い 。 

分 布 : 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 

Neoscona fuscocolorata (Bós. et STR.) 1906 マミ イロ オー グモ (PLI 6, 14) 

Aranea fuscocolorata, Bòs. & Str., abhand. Sencx. Nat. Ges. xxx. p. 224, 1906. 

小型 の オニ グモ で 体 色 は 常に 黒褐色 , BIC EME L, 従来 次 の N. subpul- 
lata の 黒褐色 型 が 誤 つ て 本 種 克 同定 せら れ た と と が ある よう だ が , 本 種 の epigynum 
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の scape RECO BD R, epigynum LR X ONG O REED 
る 。 RR RM, 後 中 眼 間 は 眼 直 径 ょ より 広い か 等 し い 。 5 の 触 肢 の Med. apoph. 

か ら 細 分 で は Neoscona より 分 離す べき で あろ う が , 筆者 の 見 解 に 於 て 本 種 を Neosc- 
ona CE’ 

分 布 : 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 

Neoscona suppullata (BOS. et STR.) 1906 へ リ ジ ロ オニ グモ (Pl. L 4) 

Aranea subpullata, Bôs. & Str., Abhand. Senck. Nat. Ges. xxx, p. 234, 1906. 

Xt ZH, 黒褐色 型 か ら 白 色 型 ま で あり , MEAR TJCE OL 
の 外側 に 白い 論 級 が ある の が 普通 で ある 。 Ba RT Epigynum の Scape は 前 
者 より 長く , EDibtãõo FIEBRE SOT, 後 中 眼 間 は 眼 直 径 より 小さ い 。 山地 で も 
見 られ る が 殊 に 海岸 に 多く , ト ベラ や ウ バ メガ シ の 樹 間 に 小さ い 円 綱 を 張る 。 完 全 円 網 
の も の や , Zygiella type に 似 た も の を 張る 。 

分 布 : 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 ・ ト カラ ・ 奄 美 大 島 


IH Zilla C. L. KOCH 1834 と Zygiella Y. O. CAMBRIDGE 1902 


Zygiella な る 属 が 表 わ れ て か ら , METRO Zilla が 殆ど Zygiella に 転じ , 
Zilla は 別 な sense で 用 いら れる 傾向 に ある の で , ここ た 両者 の 特徴 を 明らか に し , 
我国 の クモ を 検討 し て みよ う 。 Zilla type な ど と し て 親しま れ た 属 名 で は ある が , IH 
来 の まま 使用 し て いる と 新しい Zia と 混同 の お それ が ある の で 両者 の 区 別 を 明確 
し て お おく 必 要 が ある 。 

Zilla は C. L. Koch (1834) が Z. x-notata (Clerck) を 模式 種 と し て 設定 し た も 
の で あり , Z. atrica, Z. montana な ど 何 れ も Zilla と し て 扱わ れ た が , Simon (1895) 
は Zilla を Aranea に 併合 し た 。 後 F.O. Cambridge (1902) が Zilla atrica 
(C. Koch) を 模式 種 と し て Zygiella 属 を 設け , 従来 の atrica, montana Xe c $8 
せしめ た が , Petrunkevitsch (1928) は Zygiella を Zilla の Synonym と し て 扱っ 
た 。 所 が Simon (1929) は 再び Araneus diodia か ら Zilla を 認め 之 を Zilla diodia 
と し た 。 MX Zilla と Zygiella の 取扱 い は 人 に より 異 つた 見 解 が 生じ た が 最近 で は 
PERO Zilla は 殆ど , Zygiella と し Zilla は 新しい 意味 で 再び 採用 まれ る よう に た 
つた 。 (その 結果 従来 の Zilla type な る 名 も Zygiella type と お きか えら れ て いる ) 

筆者 の 使用 する 両 属 は 次 の 見 解 に 立つ も の で ある 。 

Zilla と Zygiella の 比較 

両者 は 両 列 眼 が 共に 後 曲 C^), 中 了 眼 域 が 略 方 形 で ある 点 は 共通 で ある が 次 の 差異 を 
有 し て いる 。 

Zilla 前 中 眼 間 は 前 中 側 眼 間 よ り は る か に せま い 。Epigynum K scape が ある 。 5 
の 触 肢 の 膝 節 に 一 本 の 長 剛毛 あり , EMERARA. 60 183 B CITUR ERU 2, 


(21) 


完全 円 網 を 張る 。 

Zygiella 前 中 眼 間 及 前 中 側 眼 問 は ほ y 等 し い 。Ppigynum に Scape が な い 。 80 
Mick, 肥 館 に 一 本 の 長 剛毛 あり ERC BS IES a RCE 30% 1 
脚 の 基 節 た 爪 状 突起 が ない 。 一 部 横糸 の 欠け た 所 主 Zilla (Zygiella) type の 綱 を は る 。 

以上 の 特徴 か ら 日 本 の Zilla 及び Zygiella を 考察 する と , 樺太 か ら 記 録 き れ て いる 
も の は すべ て Zygiella TEZ, (Z. atrica, Z. montana, Z. litterata 等 ) 

ARED Zygiella は 今 の 所 明らか で な く , Bos. 及び Str. が 記し て いる Zilla di- 
spar は 産地 不明 で あり , Zilla sia は 記載 面 か ら は 属 の 決定 不可 能 で ある 。 (Zilla sia 
或いは Araneus akitaensis と 同定 され て 来 た も の は 明らか に Zilla で も Zygiella 
で も な い ) 

し か し な が ら 新 し い sense の Zilla と し て は 次 の 三種 及び 一 新種 が 見 出さ れる 。 

Zilla sachalinensis (SAITO) 1934 カラ フト オニ グモ (PL IL 8-1) 


Argiope Sachalinensis, Saito, Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc. Vol. xiii, p. 232, 1934; 
Araneus sachalinensis, Yoshikura, EX HER SMF E > El p. 75, 1939. Araneus 
saganus, Tikuni, HÆTTA TAROK p. 99. 1941. 


AREA O — HORACIO Argiope の 新種 と し て 発表 きれ た も の で ある が , 
歩 脚 や 眼 の 状 態 か ら 吉 倉 氏 も Argiope で な いと し , 文 斎 藤 氏 自身 も 属 名 に つい て は 再 
考 を 要する 紳 ュ 述べ て いる 如く Argiope で な いこ と は 明らか で ある 。 後 吉倉 氏 は 樺太 で 
本 種 を 多数 得 て 居 り , その 後 筆者 は 本 州 , 四国 , 北海 道 か ら も 多数 の 個体 を 得 て 居り , 
特に 昭和 29 年 7 月 北海 道 で と つた a (MRAR, 登別 ) を 検 し た 所 本 種 は Zi77a CE 
せ し む べき こと を 確認 し た 。 色 彩 の 変異 は 極め て 多く , 齋藤 氏 の 図 の 如き も の , 吉倉 氏 
の 図 の 如き も の , X Araneus tokachianus の 図 に 似 た も の 等 種々 あり , 北海 道 か ら 内 
地 一 帯 に 分 布 し て いる とこ の クモ は 特異 な 形 , 色彩 か ら 容 易 に 他 種 と 区 別 が 出来 , 之 等 す 
べ て は 斎藤 氏 の 記載 し た も の 同定 すべ きも の で ある 。 頭 部 中 央 策 高 く , 腹部 前 方 に は 
hump が な い が や ヽ 肩 が 張 つ て いる 。Epigynum の Scape は 短い が , 常に 存在 する 。 
腹部 下面 の 黒 間 両側 の 黄 白 色 部 が 真白 に の び た 所 で 貞 非 の 前 方 と 斑点 を 有する の み で 銚 
光 前 方 に は 末 紋 は な い 。 完全 円 綱 を 張る (本 項 記述 に 使用 し た 材料 は 斎藤 氏 の 同定 を 経 
た も の で ある ) 

分 布 : 本 州 ・ 四 国 ・ 北 海道 ・( 樺 太 ) 

Zilla tokachianus (SAITO) 1934 ト カチ オニ グモ 


Araneus tokachianus, Saito, Jour. Fac. Agr. Hokkaido Imp. Univ. xxxiii, pt. v., p. 326.1934 

筆者 は 未だ 本 種 を 採集 し て いな い が 斎 藤 氏 の 記述 面 か ら も , X Zilla sachalinensis 
(SAITO) に 酷似 せる 点 か ちら も Zila に 属す べき も の で ある と と は 明らか で ある 。 本 種 
の 原 記 は Z. sachalinensis に 合う 点 が 多い が , 次 藤 氏 に よれ ば 次 の 明らか な 区 別 点 を 
有する と の 由 。 
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A. tokachianus A. sachinensis 
1. 腹部 肩 部 の 隆起 が 強い 。 1. 腹部 が 円 く 肩 隆起 は 弱い 。 
2. 腹部 が 両側 略 平 行 す る 感 が ある 。 2. 腹部 が 長短 円 形 で ある 。 
3. FRE BANC CEO TU Do 3. SERHASEDUEEO To oo 
4. 生殖 器 が 複雑 で ある 。 4. 生殖 器 が 単純 な 形 を な す 。 
5. 現在 北海 道 か ら の み 産 する 。 5. 北海 道 以外 に も 本 州 に も 居る 。 


(従来 本 州 産 で 本 種 と 同定 され た も の は 恐らく Z. sachalinensis の 方 で あろ う ) 
Zilla sagana (BUS. et STR.) 1906 サガ オニ グモ (PL IL 1-7) 
Aranea sagana, Bos. & Str., Abhand. Senck. Nat. Ges. xxx, p. 233. 1906 

幼生 か ら 成 長 従 つて 体 色 形態 変化 し , 又 個体 に よる 色彩 の 変異 の 多い クモ で あり , 
腹痛 の 北 紋 は 前 者 と 同様 の 傾向 を 示す 。 Epigynum の Scape RD T Re S oa SIT 
達する の で ある が , 成 式 し た も の で は 之 の と れ て いる も の が 多い 。Bos. Str. の 図 は 
Scape の と れ た Epigynum T, この 為 本 種 に 同定 し 兼ね る 場合 も わ つ た よう で ある 。 
30 palpus の 了 膝 節 の 長 剛毛 は 一 本 で , 耳 つ 中 眼 域 が 方 形 で ある 点 か ら Araneus mb 
は 分 離す べき で ある 。 

頭 部 は 扇 平 で 毛 多く , 腹部 前 部 両側 に 前 向き の humps が あり , Scape UE L MIX 
問 の 半ば さよ ょ り 長 い 。 腹 部 下面 黒 音 の 両側 の 黄 百 色 部 の 下端 及 び 映 爾 斜 前 方 に 間 紋 あり , 
又 昧 欧 の 前 に も か すか な 斑紋 が ある 。 

分 布 本州 ・ 四 国 ・ 九 州 

Zilla flavomaculata sp. nov. キマ ダラ オニ グモ ( 新 称 ) (PL IL 13-20) 
産地 及 模 式 標本 三重 県 大 人 平 Aug, 2, 1951 Rad. (Holotype) AKERA, 

大 阪 府 豊能 郡 笑 面 村 June, 5, 1946 Pad. (Paratype) 八木 沼 健夫 採 , 兵庫 県 水上 郡 

Aug., 1954 9 ad. (Paratype) 吉見 一 郎 氏 探 
測定 (単位 mm) : 体長 67, CF 198 104, +2 HN 94, CE 3 BP 5.1, CF A 82, +1 

脚 BEM 3.6, EST EE 3.8, BLE 49, Eh 31 
形態 及 色彩 (Holo. 2) 頭 胸部 は 長 さ 貼 に 等 し く 矛 2.3 脚 間 最 広 。 SERT A 

浅く , 放射 溝 は 不明 瞭 。 頭 部 暗 褐 色 , 胸部 は 黄 褐 色 で 黒色 で 縁 ど られ る 。 中 富 は 横向 

き 額 は きわ め て 狭く 殆ど 前 中 眼 は 前 緑 に 接する 。 眼 は 頭 部 前 幅 を 占め る 。 上 顕 の 基部 

ふく ら み , HARI, 全体 黒褐色 で ある が , 牙 は 赤褐色 , TICS 歯 あ り 。 FA 

は 長 さ 貼 に 略 等 し く 方 形 , 黒色 で 前 内 緑 は 白色 。 内縁 平行 し , $8350. MIEOREN 

の 本 端 及び それ より 先 は 黒褐色 , BEM, MEMO NN, TEL SE 

E, 基部 黒色 で 前 縁 な 白色 。 

EIC UR 07) で ある が 前 列 の 後 曲 度 が 纏い 。 後 中 眼 最大 , HIR 

域 は 略 正方 形 で 長 さ わずか に 前 辺 よ り 長い 。 前 中 眼 間 は 前 中 眼 の 直径 ょ り 大 きく , 後 

中 眼 間 は 後 中 眼 の 直径 より 小さ く 隔 た る 。 両側 眼 は 中 眼 よ り は る か に は な れ て 位置 
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し , ABRES S. RNA TER CRA O, RR BA) 後 
端 は 失 つ て いる が 4 脚 基 節 問 に 挿入 せ ず 。 歩 脚 1・2・4・3, 基 節 は 黄色 で 他 の 節 は 黒 
褐色 で 先端 に 到 る 従い 明る く な る , 特に 4 脚 昭 館 は 明る い 。 風 部 は 両端 の とぶ い 
だ えん 形 で 長 さ 由 に まさ り 背 面 策 山 平 。 肩 に 突起 は な い が 征 張り 気味 , 黒色 の 地 に 中 
RC 2 列 , RCA 1 列 の 大 きく 美しい 黄色 贅 あ り 。 (中央 222211, WAC 
各 1.1.1), 腹面 の 中 央 は 黒色 で 前 方 か ら 側 方 に か け て 鱗 然 の 白 条 で か と まれ る 。 MIL 
前 側 方 に 1 FOARA A., Epigynum は 赤褐色 , Sacpe の 市 広く 先端 急 に ほそ る 。 
備考 L $n Zilla sachalinensis (SAITO) や Zilla diodia (WALCK.) (CE, 
大 きき が 似 て 居る が , EMPROMAS Epigynum の Scape の 形 等 に より 
明らか に 区 別 出 来る 。 
2. Paratype 中 に は 全体 淡色 の も の , AORTA RON De MEE 
の 黄 音 の 数 形 の ち が つ た も の も ある 。 
3. 本 種 は 山間 の 樹 問 と 乗 直 完全 円 網 を 作る 。 ( 網 性 は Z. sachalinensis に 似 
て いる ) 
模式 標本 保管 場所 : Holotype 大 阪 市 立 自然 科学 震 物 館 Paratype 東亜 競 昧 学会 


Zilla flavomaculata sp. nov. 


Japanese name: Kimadara Onigumo 
(PL IL 13-20) 


Locality and Date: 

Holotype, Aug. 2, 1951, 9 adult Miye Prefecture 

Paratype, Jun. 5, 1946, 9 adult Osaka Prefecture 
Measurements (mm): 

Total length 6.7, Leg 1 10.4, H 94, III 5.1, IV 82 
Description : 

Head blackish brown, thorax dull yellow with black margin. Carapace 
as long as wide, and widest between 2nd and 3rd legs. Median furrow trans- 
verse, cervial grooves distinct but radials indistinct. Clypeus practically in- 
visible. Both rows of eyes recurved. Anterior curve more pronounced than 
posterior. Posterior median eyes larger and the rest of equal size. Anterior 
median eyes closer to each other than to the adjacent laterals. Lateral eyes 
contiguous. Eye quadrangle almost square. Chelicera with boss. Endites as 
long as wide, inner edges parallel with scopula. Labium broader than high. 
Endites and labium deep brown with white margin. Sternum black, longer 


than wide, truncated in front (rather slightly procurved) and pointed behind, 
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but not extend into IV coxae. Legs brown, 1243. Abdomen long oval without 
humps. Many large yellow spots on the black dorsum. Venter black, mid- 
dle field bordered by a stripe of scaly white spots, 

Remarks: 

The present species resembles Japanese Zilla sachalinensis (SAITO) or 
European Zilla diodia (WALCK.), but it is easy enough to distinguish from 
these by the markings on the abdomen and the shape of the epigynum. 

This species makes a circular web among the bushes in the hills. 


Male is still undiscovered. 
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